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平
成
8
年
12
月
、
京
都
新

聞
が「
宇
治
市
議
会
女
性
正

副
議
長
が
誕
生
市
町
村
議

会
で
全
国
初
歓
迎
、戸
惑
い
、

反
発
も
」
と
報
じ
た
。
時
は

流
れ
て
30
年
11
月
、
「
新
潟

県
内
初
女
性
2
人
が
正
副

議
長
見
附
市
議
会
」と
い

う
記
事
が
新
潟
日
報
の
紙

面
を
飾
っ
た
。
議
長
、
副

議
長
は
男
性
が
当
た
り
前

で
、
女
性
が
選
出
さ
れ
る

と
珍
し
い
。
だ
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
記
事
に
な
る
。

30
年
8
月
時
点
で
の
本

会
調
査
で
は
、
全
国
の
市

議
1
万
9
0
2
2
人
の
う

ち
女
性
は
15
・
2
％
の
2

8
8
8
人
。
25
年
の
13
・

5
％
か
ら
女
性
の
割
合
は

少
し
ず
つ
増
え
て
は
い
る

が
、
依
然
1
割
台
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
見
附
市
議

会
（
定
数
17
）
で
女
性
が
躍

進
。
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た

市
議
選
で
「
平
成
生
ま
れ
の

28
歳
」
の
新
人
、
浅
野
千
紘

氏
が
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
、

そ
の
後
、
議
長
に
6
期
目
の

佐
々
木
志
津
子
氏
が
、
副
議

長
に
3
期
目
の
重
信
元
子
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
就

任
し
た
。
同
市
議
会
で
女
性

議
長
、
20
代
の
議
員
は
い
ず

れ
も
初
め
て
。
2
期
目
の
渡

辺
美
絵
総
務
文
教
委
員
会
副

委
員
長
を
含
め
女
性
議
員
は

4
人
で
、
こ
れ
ま
で
最
多
。

全
議
員
の
4
分
の
1
と
な
っ

た
女
性
議
員
た
ち
を
取
材
す

る
た
め
、
1
月
末
に
見
附
市

を
訪
ね
た
。

佐
々
木
議
長
は
穏
や
か
な

口
調
で
、
「
初
め
て
の
女
性

議
長
と
い
う
こ
と
で
、
非
常

に
重
責
を
感
じ
て
い
る
が
、

議
会
を
進
め
る
と
い
う
の
は

男
性
も
女
性
も
な
い
。
最
初

の
12
月
議
会
は
か
な
り
緊
張

し
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。
見
附
市
議
会
は
開
か
れ

た
議
会
へ
市
民
と
の
意
見
交

換
会
な
ど
改
革
を
進
め
て
き

て
い
る
が
、
議
長
就
任
後
、

議
会
基
本
条
例
の
検
討
な
ど

議
会
活
性
化
に
向
け
た
ふ
た

つ
の
議
長
諮
問
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

議
会
改
革
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
。
補
佐
す
る
重
信
副
議

長
は
「
議
会
が
い
い
方
に
改

革
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
語
る
。

佐
々
木
議
長
、
重
信
副
議

長
、
渡
辺
議
員
は
子
育
て
真

っ
最
中
の
と
き
に
市
議
選
出

馬
。
3
人
と
も
「
子
ど
も
の

こ
と
を
一
番
心
配
し
た
」
と

口
を
そ
ろ
え
る
。
「
お
母
さ

ん
が
選
挙
に
出
る
と
恥
ず
か

し
い
と
か
、
育
ち
に
何
か
悪

い
影
響
が
な
い
か
と
考
え
た

が
、
ク
リ
ア
で
き
た
」
（
渡

辺
議
員
）
、
「
子
ど
も
か
ら

『
駄
目
も
と
で
出
て
み
た
ら
』

と
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ

た
」
（
佐
々
木
議
長
）
と
い

う
。

浅
野
議
員
は
旅
行
大
手
の

エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
を
経

て
、
同
社
会
長
兼
社
長
の
澤

田
秀
雄
氏
が
主
宰
す
る
澤
田

経
営
道
場
で
学
び
、
市
議
選

に
挑
ん
だ
。
「
世
の
中
、
社

会
に
一
番
影
響
力
が
あ
る
の

は
政
治
だ
と
感
じ
、
少
子
高

齢
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い

【
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【
1
面
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ら
続
く
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き
た
い
と
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
の
見
附
に
た
ど
り
着
い

た
」
と
話
す
。
選
挙
戦
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交

流
サ
イ
ト
）
を
フ
ル
活
用
し
、

ト
ッ
プ
当
選
に
は
「
び
っ
く

り
し
た
。
今
ま
で
と
違
う
新

し
い
も
の
を
投
入
し
た
方
が

何
か
が
起
こ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
市
民
の
方
た
ち
の

気
持
ち
の
表
れ
か
な
と
思
っ

て
い
る
」
と
気
を
引
き
締
め

る
。
昨
年
12
月
定
例
会
で
初

め
て
の
一
般
質
問
に
臨
み
、

若
者
の
市
政
へ
の
興
味
・
関

心
に
つ
い
て
久
住
時
男
市
長

に
質
し
た
。
か
つ
て
自
身
が

小
学
校
6
年
で
参
加
し
た
見

附
市
子
ど
も
議
会
で
、
当
時

1
期
目
の
久
住
市
長
に
質
問

し
た
と
き
の
こ
と
を
交
え
な

が
ら
、
「
今
回
の
選
挙
の
投

票
率
は
過
去
最
低
。
投
票
率

が
低
い
若
者
世
代
の
投
票
に

結
び
付
け
る
に
は
市
政
に
興

味
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
、『
知
る
』こ

と
が
重
要
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

女
性
議
員
の
強
み
は
生
活

者
の
視
点
・
目
線
。
重
信
副

議
長
は
議
員
に
な
っ
て
最
初

の
一
般
質
問
で
学
校
の
空
調

設
備
の
こ
と
を
尋
ね
た
。「
小

学
校
の
授
業
参
観
に
行
っ
た

と
き
、
暑
さ
が
大
変
だ
と
思

っ
て
。
3
階
に
し
か
扇
風
機

が
な
か
っ
た
の
で
、
1
、
2

階
に
扇
風
機
、
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
て
ほ
し
い
、
と
。
通
告

書
を
出
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で

こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
人
は

い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
子
育

て
真
っ
最
中
の
目
線
で
す
」
。

女
性
議
員
が
4
人
に
な
っ
た

こ
と
に
は
「
浅
野
さ
ん
も
入

っ
て
く
れ
て
、
年
代
の
バ
ラ

ン
ス
も
よ
く
と
れ
て
、
そ
れ

こ
そ
本
当
に
新
し
い
風
が
吹

き
そ
う
か
な
と
期
待
を
持
っ

て
い
る
。
女
性
議
員
が
増
え

た
が
、
男
性
議
員
に
は
今
ま

で
通
り
に
女
性
に
優
し
く
接

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話

し
た
。

目
指
す
議
会
に
つ
い
て
佐

々
木
議
長
は
「
女
性
の
感
覚

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
男
性
、

女
性
関
係
な
く
、
見
附
の
た

め
に
と
い
う
視
点
を
出
せ
れ

ば
。
い
ろ
ん
な
課
題
を
議
員

間
で
話
し
合
っ
て
方
向
性
を

見
出
し
て
い
き
た
い
。
議
員

間
討
議
、
議
論
で
き
る
雰
囲

気
の
議
会
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
渡
辺
議
員
は

「
市
民
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
話
し
合
い
た
く
て
議
員
に

な
っ
て
い
る
。
市
民
の
た
め

に
な
る
、
軸
が
ぶ
れ
な
い
議

会
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

い
か
に
普
通
の
暮
ら
し
を
し

て
い
る
市
民
と
意
見
交
換
し

て
い
く
か
が
議
会
の
腕
の
見

せ
所
」と
し
た
う
え
で
、「
ほ

か
の
議
会
に
は
女
性
が
一
般

質
問
に
立
つ
と
、
男
性
議
員

が
議
場
を
出
て
い
く
と
こ
ろ

が
あ
る
と
聞
く
」
と
語
っ
た
。

4
人
の
女
性
議
員
は
、
統

一
地
方
選
に
挑
む
全
国
の
女

性
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。
「
熱
意
、
信
念

を
持
っ
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
女
性
議
員
が
増
え
て

ほ
し
い
。
男
女
共
同
参
画
の

中
で
女
性
だ
け
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
、
男
性

も
女
性
も
働
き
が
い
の
あ
る

社
会
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、

も
っ
と
女
性
が
政
治
の
分
野

で
活
躍
で
き
る
仕
組
み
が
必

要
」（
佐
々
木
議
長
）
、
「
家

を
空
け
る
こ
と
も
多
く
な
る

か
ら
家
族
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
で

き
な
い
こ
と
は
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
て
身
内
を
味
方
に
つ

け
て
頑
張
っ
て
」
（
重
信
副

議
長
）
、
「
出
馬
す
る
と
、

言
わ
れ
な
く
て
い
い
こ
と
を

言
わ
れ
た
り
、
書
か
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
う
も
の
に
惑
わ
さ
れ

ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
（
渡

辺
議
員
）
、
「
自
分
が
信
じ

た
道
を
突
き
進
む
と
、
周
り

の
理
解
が
得
ら
れ
た
り
、
協

力
者
が
現
れ
た
り
す
る
。
そ

う
い
う
も
の
を
巻
き
込
む
力

は
女
性
は
強
い
と
思
う
の
で
、

活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
」（
浅

野
議
員
）
。

初
の
女
性
議
長
誕
生
の
舞

台
裏
を
、
佐
々
木
議
長
と
と

と
も
に
最
長
6
期
目
で
元
議

長
、
最
大
会
派
の
久
住
裕
一

議
員
は
こ
う
話
す
。
「
見
附

市
議
会
は
ず
っ
と
保
守
・
自

民
系
が
強
く
、
自
分
を
含
め

17
人
中
11
人
が
そ
う
。
議
長

は
以
前
、
保
守
・
自
民
系
で

出
す
も
ん
だ
と
や
っ
て
き
た

が
、
も
う
保
守
も
革
新
も
な

く
、
み
ん
な
で
地
域
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
こ
3
代
連
続

で
自
民
系
以
外
の
方
が
議
長
。

佐
々
木
さ
ん
は
期
数
、
実
績

と
も
申
し
分
な
く
、
問
題
な

く
議
会
を
ま
と
め
て
い
け
る

人
。
き
ち
っ
と
議
員
と
し
て

務
め
ら
れ
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
、
ど
こ
の
会
派
か
ら
出
て

も
い
い
と
思
う
」
。
最
多
と

な
っ
た
女
性
議
員
に
は
「
浅

野
さ
ん
は
一
般
質
問
で
若
者

ら
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
、
期

待
さ
れ
る
一
面
を
お
持
ち
だ

と
お
見
受
け
し
た
。
票
の
大

小
は
あ
ろ
う
と
も
、
市
民
の

支
持
を
も
ら
っ
て
一
緒
に
見

附
市
を
何
と
か
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
で
議
員
と
い
う
立

場
を
得
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
平

等
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

昨
年
5
月
、
国
会
で
「
政

治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
全
会
一
致
で
成
立
し
、

施
行
さ
れ
た
。
女
性
の
政
界

進
出
を
進
め
よ
う
と
、
政
党

や
政
治
団
体
は
国
会
、
地
方

【
3
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渡辺議員

浅野議員

久住議員

重信副議長
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議
会
の
議
員
選
挙
で
の
男
女

の
候
補
者
数
を
で
き
る
限
り

均
等
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

と
の
基
本
原
則
を
掲
げ
た
上

で
、
政
党
な
ど
に
男
女
の
そ

れ
ぞ
れ
の
公
職
の
候
補
者
数

の
目
標
を
定
め
る
取
り
組
み

の
努
力
を
求
め
て
い
る
。
法

律
制
定
後
、
全
国
的
な
レ
ベ

ル
で
初
め
て
行
わ
れ
る
4
月

の
統
一
地
方
選
挙
。
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
、
女
性
を
は

じ
め
多
様
な
人
材
の
参
画
を

ど
う
実
現
す
る
か
、
地
方
議

会
が
問
わ
れ
て
い
る
。
昨
年

11
月
の
地
方
議
会
活
性
化
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
総
務
省
主
催
、

本
会
な
ど
3
議
長
会
共
催
）

で
大
山
礼
子
駒
澤
大
学
法
学

部
教
授
は
「
地
方
議
会
は
圧

倒
的
に
男
性
社
会
。
生
活
に

密
着
し
た
行
政
を
扱
っ
て
お

り
、
い
ろ
ん
な
人
が
参
画
す

べ
き
で
、
女
性
も
増
え
て
し

か
る
べ
き
。
今
ま
で
と
違
う

タ
イ
プ
の
人
材
が
入
っ
て
く

る
と
、
い
じ
め
る
と
い
う
こ

と
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で

言
語
道
断
。
議
会
が
積
極
的

に
新
し
い
人
材
を
招
き
入
れ

る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、

政
治
に
女
性
や
若
者
の
力
が

必
要
と
訴
え
、
男
性
議
員
に

寛
容
さ
、
協
力
を
求
め
た
。

全
国
8
1
5
市
区
議
会
で
正

副
議
長
が
い
ず
れ
も
女
性
な

の
は
、
見
附
の
ほ
か
、
小
金

井
、
荒
川
、
つ
く
ば
み
ら
い
、

新
座
、
三
島
、
松
原
の
計
7

市
区
議
会
。
女
性
の
議
長
、

副
議
長
が
当
た
り
前
に
な
る

よ
う
に
、
女
性
を
は
じ
め
、

住
民
の
多
様
性
を
反
映
し
た

多
く
の
議
員
が
誕
生
す
る
か
、

注
目
さ
れ
る
。

【
見
附
市
】
新
潟
県
の
中
央

に
位
置
し
、
広
域
合
併
せ
ず

に
「
自
律
」
の
道
を
選
択
。

1
9
9
5
年
（
平
成
7
年
）

の
ピ
ー
ク
時
で
約
4
万
4
0

0
0
人
だ
っ
た
人
口
は
減
り

続
け
、
現
在
4
万
5
0
0
人

余
り
。
国
の
推
計
に
よ
れ
ば
、

2
0
4
0
年
に
は
さ
ら
に
1

万
人
減
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

人
口
減
抑
制
に
向
け
、
身
体

の
健
康
だ
け
で
な
く
、
人
々

が
生
き
が
い
を
感
じ
、
安
心

し
て
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る

「
健
幸
」
な
ま
ち
づ
く
り
「
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ

け
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
も
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

◇

地
方
議
会
に
と
っ
て
、
女

性
議
員
増
の
ほ
か
、
人
口
減

少
へ
の
対
応
、
議
会
改
革
、

住
民
参
加
が
大
き
な
課
題
。

4
月
の
統
一
地
方
選
を
控
え
、

こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
向
き
合

う
市
議
会
、
地
域
の
姿
を
3

回
連
載
で
報
告
す
る
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

徳
川
家
康
公
が
生
誕
し
、

江
戸
幕
府
の
礎
を
築
い
た

三
河
武
士
発
祥
の
地
、
岡

崎
市
。
昨
年
11
月
に
第
72

代
市
議
会
議
長
に
就
任
し

た
太
田
俊
昭
副
会
長
は
議

会
改
革
に
力
を
入
れ
る
。

市
内
の
大
学
と
連
携
し
、

学
生
と
の
意
見
交
換
で
出

さ
れ
た
子
ど
も
子
育
て
施
策

を
議
会
と
し
て
市
長
に
政
策

提
言
し
た
ほ
か
、
「
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
な
が
ら
、
議
会
だ
よ
り

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
充
実
さ

せ
て
議
会
活
動
を
積
極
的
に

発
信
す
る
」
と
意
欲
的
だ
。

市
議
会
は
平
成
21
年
に
議

会
基
本
条
例
を
制
定
。
開
か

れ
た
議
会
の
一
環
で
昨
年
10

月
、
岡
崎
女
子
大
学
・
岡
崎

女
子
短
期
大
学
と
共
催
で
意

見
交
換
会
を
大
学
に
出
向
い

て
初
め
て
実
施
し
た
。
「
お

か
ざ
き
未
来
〝
夢
〞
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

子
ど
も
子
育
て
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
と
銘
打

ち
、
議
会
か
ら
の
報
告
、
大

学
か
ら
の
研
究
説
明
に
続
き
、

議
員
と
学
生
が
活
発
に
議
論
。

提
言
は
女
子
学
生
な
ら
で
は

の
優
し
い
視
点
に
あ
ふ
れ
、

「
時
間
外
保
育
を
含
め
て
、

子
ど
も
を
預
け
や
す
い
温
か

い
雰
囲
気
、
そ
し
て
子
ど
も

が
落
ち
着
け
る
空
間
づ
く
り

・
環
境
づ
く
り
に
努
め
ら
れ

た
い
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

新
た
に
設
置
し
た
議
会
広

報
委
員
会
で
も
引
き
続
き
学

生
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

議
会
活
動
の
発
信
を
進
め
る
。

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た

め
の
「
防
災
基
本
条
例
」
を

24
年
に
制
定
。
「
現
在
は
、

誰
も
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
特
別
委
員
会
で
議

論
を
重
ね
て
い
る『（
仮
称
）

健
康
基
本
条
例
』の
今
年
中

の
制
定
を
目
指
し
て
い
る
」
。

市
内
に
は
徳
川
家
ゆ
か
り

の
歴
史
的
文
化
資
産
が
数
多

く
あ
る
。
「
そ
れ
ら
を
活
か

し
、
民
間
と
の
事
業
連
携
で

観
光
産
業
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
基
盤
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
経
済
・
住
民
生
活
を

支
え
る
拠
点
の
中
枢
中
核
都

市
と
し
て
、
自
律
的
で
持
続

的
な
社
会
を
実
現
で
き
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
ト
ヨ
タ

自
動
車
�
勤
務
を
経
て
、
現

在
は
労
働
組
合
顧
問
。
座
右

の
銘
は
「
初
心
忘
る
べ
か
ら

ず
」
。
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
「
魅
力
あ
る
岡
崎
」
づ

く
り
、
安
全
・
安
心
・
安
定

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

少
年
時
代
か
ら
プ
ロ
野
球
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
フ
ァ
ン
。

奈
良
県
正
強
高
校
（
現
奈
良

大
学
付
属
高
校
）
で
は
野
球

部
。
昨
年
8
月
、
夏
の
甲
子

園
1
0
0
回
記
念
大
会
で
野

球
部
の
後
輩
が
初
出
場
を
果

た
し
、
「
初
勝
利
に
感
動
し

た
」
。
65
歳
。

議議
会会
活活
動動
をを
積積
極極
発発
信信

岡岡崎崎市市

大大
学学
生生
とと
意意
見見
交交
換換
市市
長長
にに
政政
策策
提提
言言

太太
田田
副副
会会
長長
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

（3） 平成31年3月5日 第2077号全国市 議 会 旬 報



トトピピッッ
ククスス

全
国
の
市
議
会
で
30
年
2

月
か
ら
31
年
1
月
に
可
決
し

た
意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、

※本
会
に
報
告
が
あ
っ
た
件
数

を
①
2
0
4
9
号
8
面
（
30

年
2
月
〜
4
月
分
）
②
2
0

5
8
号
6
面
（
同
5
月
〜
7

月
分
）
③
2
0
6
7
号
4
面

（
同
8
月
〜
10
月
分
）
④
2

0
7
5
号
6
面
（
同
11
月
〜

31
年
1
月
分
）
―
の
4
回
に

わ
た
り
、
取
り
ま
と
め
て
き

た
。
こ
の
う
ち
、
1
0
0
件

を
超
え
た
も
の
の
概
要
と
、

関
連
す
る
31
年
度
政
府
予
算

案
、
取
り
組
み
な
ど
を
掲
載

す
る
。

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
に
つ
い
て

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
に
つ
い
て
」
は
1
7
5

件
で
最
多
。
こ
こ
し
ば
ら
く
、

毎
年
1
5
0
件
を
超
え
て
い

る
。
制
度
の
堅
持
と
負
担
割

合
の
2
分
の
1
へ
の
復
元
の

両
方
を
求
め
る
も
の
が
最
も

多
い
。
次
い
で
、
負
担
割
合

2
分
の
1
へ
の
復
元
を
求
め

る
も
の
、
制
度
堅
持
を
求
め

る
も
の
の
順
に
多
か
っ
た
。

31
年
度
も
制
度
は
堅
持
さ

れ
た
が
、
負
担
割
合
に
変
更

は
な
い
。

地
方
財
政
の
充
実
強
化

「
地
方
財
政
の
充
実
強
化
」

は
1
2
1
件
。
ほ
と
ん
ど
が

①
社
会
保
障
予
算
の
確
保
と

地
方
財
政
措
置
②
地
方
自
治

体
の
現
状
に
見
合
う
地
方
一

般
財
源
総
額
の
確
保
―
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

①
で
は
、
31
年
度
政
府
予

算
案
に
お
い
て
、
社
会
保
障

関
係
費
は
、
30
年
度
比
1
兆

7
1
0
億
円
増
の
34
兆
5
9

3
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。
増

額
の
内
訳
は
、
高
齢
化
に
よ

る
自
然
増
分
が
4
7
7
4
億

円
、
社
会
保
障
の
充
実
等
に

関
す
る
経
費
が
4
8
0
8
億

円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
②

で
は
、
31
年
度
地
方
財
政
対

策
で
、
30
年
度
比
5
9
1
3

億
円
増
の
62
兆
7
0
7
2
億

円
が
計
上
さ
れ
た
。

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

不
妊
手
術
の
被
害
者
救
済

「
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

不
妊
手
術
の
被
害
者
救
済
」

は
1
1
0
件
。
①
一
刻
も
早

い
的
確
な
救
済
措
置
②
旧
優

生
保
護
法
に
基
づ
く
不
妊
手

術
の
速
や
か
な
実
態
調
査
の

実
施
③
都
道
府
県
の
所
有
す

る
「
優
生
保
護
審
査
会
」
の

資
料
等
の
保
全
・
保
管
状
況

調
査
の
実
施
―
な
ど
3
項
目

を
求
め
て
い
る
。

与
党
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
と
野
党
を
含
め
た
超
党
派

の
議
員
連
盟
は
、
30
年
12
月

10
日
、
旧
優
生
保
護
法
に
基

づ
く
手
術
を
受
け
た
人
に
対

す
る
一
時
金
の
支
給
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
基
本
方
針
案
に

つ
い
て
合
意
し
て
い
る
。

認
知
症
施
策
の
推
進

「
認
知
症
施
策
の
推
進
」

は
1
0
8
件
。
①
認
知
症
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
基
本
法
の
制
定
②

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
作
成
に
よ
る
支
援
体

制
の
構
築
③
若
年
性
認
知
症

の
支
援
体
制
の
整
備
や
本
人

の
状
態
に
応
じ
た
就
労
継
続
、

社
会
参
加
が
で
き
る
環
境
の

整
備
④
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
有
効
な
予
防
方
法
や

行
動
・
心
理
症
状
に
対
す
る

適
切
な
対
応
⑤
早
期
診
断
法

の
研
究
開
発
と
、
心
身
の
特

性
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
や
介

護
方
法
に
関
す
る
研
究
の
推

進
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

31
年
度
厚
生
労
働
省
予
算

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
区
議
会
か
ら

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ

ー
の
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ

れ
た
も
の
の
ほ
か
、
郵
送
な
ど

で
受
け
付
け
た
も
の
。
各
市
区

議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ

ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見
書

・
決
議
（
平
成
16
年
以
降
の
も

の
）
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ

か
ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。

【
5
面
に
続
く
】

議会決議

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

184
184

意見書

175

121

110

108

101

87

84

82

80

71

70

66

59

56

55

53

52

50

49

48

1557

1521
3078

件 名

○義務教育費国庫負担制度について
（制度の堅持と負担割合の復元な
ど）

○地方財政の充実強化

○旧優生保護法による不妊手術の被
害者救済

○認知症施策の推進

○児童虐待防止対策のさらなる強化

○バリアフリー法の改正と円滑な施
行

○ヘルプマークのさらなる普及推進

○流量確保のための中小河川の河道
掘削の予算確保

○所有者不明の土地利用

○教育予算拡充

○日本年金機構の情報セキュリティ
ー対策の見直し

○学校施設や通学路におけるブロッ
ク塀等の安全性確保

○義援金差押禁止法の恒久化

○核兵器禁止条約について
（条約の署名・批准、調印など）

○主要作物種子法の復活

○私学助成の拡充

○水道施設の戦略的な老朽化対策

○無戸籍問題の解消

○最低賃金改定

○ライドシェアの推進に対する慎重
な審議

【小計】

○その他

【総合計】

児児
童童
虐虐
待待
防防
止止
策策
のの
強強
化化
11
00
11
件件

政政
府府
緊緊
急急
対対
策策
のの
徹徹
底底
・・
強強
化化
へへ

意意
見見
書書
・・
決決
議議

年年
間間
取取
りり
まま
とと
めめ

30年2月から31年1月に可決した意見書・決議の議決状況

※「義務教育費国庫負担制度について」と「教育予算拡充」の両方
を求める意見書（20件）をそれぞれに計上したため、意見書の合
計は小計の1557件と一致しない。

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
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案
で
は
、
認
知
症
施
策
の
総

合
的
な
取
り
組
み
に
、
30
年

度
比
5
億
円
増
の
20
億
円
が

計
上
さ
れ
、
認
知
症
施
策
推

進
総
合
戦
略
に
基
づ
く
認
知

症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
。

同
戦
略
で
は
、
認
知
症
ケ
ア

パ
ス
の
確
立
と
活
用
の
推
進
、

若
年
性
認
知
症
の
人
へ
の
就

労
・
社
会
参
加
支
援
、
認
知

症
の
予
防
法
、
診
断
法
な
ど

の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
の

さ
ら
な
る
強
化

「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の

さ
ら
な
る
強
化
」
は
1
0
1

件
。
ほ
と
ん
ど
が
①
い
じ
め

防
止
対
策
と
同
様
の
学
校
の

虐
待
対
応
体
制
の
整
備
②
情

報
共
有
の
全
国
共
通
ル
ー
ル

の
制
定
、
全
国
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備

③
児
童
相
談
所
と
警
察
が
適

切
か
つ
効
果
的
に
情
報
共
有

で
き
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の

構
築
④
児
童
相
談
所
と
市
区

町
村
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
⑤

政
府
の
「
児
童
相
談
所
強
化

プ
ラ
ン
」
の
拡
充
に
よ
る
新

た
な
プ
ラ
ン
の
策
定
、
必
要

な
財
源
措
置
⑥
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
8

9
」
の
運
用
改
善
―
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

政
府
は
2
月
8
日
、
児
童

虐
待
防
止
対
策
に
関
す
る
関

係
閣
僚
会
議
を
開
催
。
野
田

市
の
事
案
を
踏
ま
え
、
「
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
に

向
け
た
緊
急
総
合
対
策
」
の

さ
ら
な
る
徹
底
・
強
化
を
図

る
と
し
た
。
児
童
相
談
所
、

学
校
、
警
察
等
の
連
携
に
つ

い
て
、
学
校
・
教
育
委
員
会

な
ど
に
よ
る
虐
待
通
告
等
の

対
応
に
関
し
、
保
護
者
か
ら

の
暴
力
行
使
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
場
合
の
関
係
機
関
と
の

速
や
か
な
情
報
共
有
、
連
携

し
た
対
応
が
新
た
な
ル
ー
ル

と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
「
児

童
虐
待
防
止
対
策
体
制
総
合

強
化
プ
ラ
ン
」
（
2
0
1
9

〜
22
年
度
）
に
基
づ
き
、
児

童
福
祉
司
を
2
0
2
0
人
程

度
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
初
年
度
に
1
0
7

0
人
程
度
、
前
倒
し
で
確
保

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

厚
労
省
の
平
成
30
年
度
第

2
次
補
正
予
算
で
は
、
ダ
イ

ヤ
ル「
1
8
9
」無
料
化
に
7

億
9
0
0
0
万
円
、
児
童
養

護
施
設
な
ど
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

推
進
に
よ
る
、
子
ど
も
の
情

報
の
共
有
化
や
情
報
管
理
の

シ
ス
テ
ム
化
に
6
億
8
0
0

0
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

【
4
面
か
ら
続
く
】

都
市
行
政
問
題
研
究
会

（
会
長
�
川
上
晋
平
福
岡
市

議
会
議
長
）
は
2
月
12
日
、

都
内
で
第
1
0
9
回
総
会
を

開
催
し
た
。

川
上
会
長
は
挨
拶
で
、「
本

日
の
総
会
で
は
、
平
成
30
・

31
年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ
の

『
都
市
に
お
け
る
観
光
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
等
へ
の
対
応
〜
交

流
人
口
の
拡
大
が
地
方
創
生

を
推
進
し
、
都
市
の
活
力
向

上
に
貢
献
す
る
〜
』に
関
し

て
行
っ
た
現
地
調
査
や
加
盟

市
調
査
の
結
果
報
告
を
行

う
」
な
ど
と
述
べ
た
。

現
地
調
査
は
、
研
究
会
加

盟
市
の
金
沢
市
で
28
年
3
月

に
策
定
さ
れ
た
「
金
沢
市
観

光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
1
6
」

に
基
づ
き
実
施
。
産
業
観
光

の
振
興
や
交
流
人
口
と
定
住

人
口
の
増
加
、
都
市
機
能
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り

組
み
を
調
べ
た
。
加
盟
市
調

査
は
、
観
光
行
政
の
推
進
体

制
や
都
市
機
能
な
ど
を
調
べ

た
も
の
で
、
い
ず
れ
の
調
査

結
果
も
了
承
さ
れ
た
。
今
後

の
都
市
行
政
問
題
研
究
会
の

在
り
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
31
年
度
予
算
案
な

ど
に
つ
い
て
も
原
案
の
通
り

了
承
さ
れ
た
。

会
長
挨
拶
の
後
に
、
駒
沢

女
子
大
学
の
鮫
島
卓
観
光
文

化
学
類
准
教
授
が
「
地
方
創

生
に
お
け
る
観
光
の
可
能
性

世
界
目
線
の
都
市
観
光
政

策
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講

演
。
テ
レ
ビ
番
組
や
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
、
映
画
な
ど
で
観

光
名
所
と
な
り
、
海
外
か
ら

旅
行
者
が
来
訪
し
て
い
る
例

を
挙
げ
、
観
光
の
情
報
は
国

境
が
な
く
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

化
し
て
い
る
―
な
ど
と
述
べ

た
。

北北
方方
領領
土土
返返
還還
でで
全全
国国
大大
会会

平
成
31
年
北
方
領
土
返
還

要
求
全
国
大
会
（
北
方
領
土

返
還
要
求
全
国
大
会
実
行
委

員
会
主
催
、
構
成
団
体
に
本

会
な
ど
地
方
六
団
体
）
が
、

「
北
方
領
土
の
日
」
の
2
月

7
日
、
国
立
劇
場
で
開
催
さ

れ
、
決
意
表
明
を
含
む
大
会

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

大
会
で
は
、
大
会
実
行
委

員
長
の
福
永
晃
仁
氏
が
挨
拶
。

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は

「
昨
年
11
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の
日
露
首
脳
会
談
で
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
、
1
9

5
6
年
共
同
宣
言
を
基
礎
と

し
て
平
和
条
約
交
渉
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

6
月
の
大
阪
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト

に
併
せ
て
日
露
首
脳
会
談
を

行
う
。
領
土
問
題
を
解
決
し

て
、
平
和
条
約
を
締
結
す
る

と
の
基
本
方
針
の
下
、
交
渉

を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

北
方
領
土
に
つ
い
て
は
、
本

会
の
地
方
行
政
委
員
会
で
も

①
早
期
返
還
の
実
現
②
北
方

領
土
隣
接
地
域
の
振
興
対
策

等
③
北
方
四
島
に
お
け
る
共

同
経
済
活
動
の
実
現
―
を
要

望
し
て
い
る
。

講演する鮫島氏

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
調
査
結
果
報
告

都
市
研
総
会

挨拶する川上都市研会長

（5） 平成31年3月5日 第2077号全国市 議 会 旬 報



��������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定

都
市
協
議
会
（
会
長
�
⻆
谷

庄
一
大
阪
市
議
会
議
長
）
は

2
月
13
日
、
都
内
で
第
18
回

総
会
と
研
究
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
⻆
谷
会
長
か

ら
「
2
0
2
5
年
の
万
博
開

催
地
が
、
関
西
、
大
阪
に
決

定
し
た
こ
と
は
、
本
協
議
会

は
じ
め
各
市
の
応
援
を
い
た

だ
い
た
お
か
げ
」
と
の
謝
意

を
示
し
た
上
で
、
「
本
日
の

会
議
で
は
31
年
度
の
活
動
案

に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。
会

長
と
し
て
最
後
の
総
会
で
あ

り
、
誠
心
誠
意
務
め
を
果
た

し
た
い
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、
協
議
に
入
っ
た
。

31
年
度
の
活
動
案
に
つ
い

て
、
協
議
す
べ
き
テ
ー
マ
で

は
、
①
多
様
な
大
都
市
制
度

の
創
設
等
②
議
会
の
権
能
強

化
―
の
2
項
目
を
原
案
通
り

決
定
し
た
。
協
議
す
べ
き
テ

ー
マ
に
関
連
し
、
寺
田
一
博

京
都
市
議
会
議
長
か
ら
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

意
見
交
換
の
提
案
が
あ
っ
た
。

要
望
す
べ
き
項
目
で
は
、
①

多
様
な
大
都
市
制
度
の
早
期

実
現
②
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
③
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
へ
の
加
入
―
を
要
望

項
目
と
す
る
が
、
③
に
つ
い

て
は
、
国
等
の
動
向
を
み
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
引
き
続

き
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。北

九
州
市
提
出
議
題
の

「
指
定
都
市
市
長
会
と
の
連

携
の
あ
り
方
」
も
31
年
度
の

協
議
す
べ
き
テ
ー
マ
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

続
い
て
、
31
年
度
予
算
案
、

会
議
日
程
案
を
原
案
通
り
決

定
し
た
ほ
か
、
31
年
度
国
と

地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す

る
特
別
委
員
会
委
員
に
つ
い

て
、
次
期
正
副
会
長
市
を
委

員
、
会
長
市
を
委
員
長
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。こ

の
ほ
か
、
川
上
晋
平
福

岡
市
議
会
議
長
か
ら
、
都
市

行
政
問
題
研
究
会
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。
沼
倉
孝
太
相
模
原
市

議
会
議
長
か
ら
は
、
児
童
虐

待
防
止
に
つ
い
て
協
議
す
る

場
を
設
け
て
ほ
し
い
旨
の
発

言
が
あ
っ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
次
期
役

員
と
し
て
、
会
長
に
北
山
順

一
神
戸
市
議
会
議
長
、
副
会

長
に
井
上
秀
作
北
九
州
市
議

会
議
長
、
監
事
に
小
松
﨑
文

嘉
千
葉
市
議
会
議
長
、
斎
藤

範
夫
仙
台
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
。
新
役
員
の
就
任
日
、

任
期
は
31
年
4
月
1
日
か
ら

1
年
間
。

ま
た
、
第
19
回
総
会
の
開

催
地
を
北
九
州
市
に
決
定
し

た
。総

会
後
の
研
究
会
で
は
、

明
治
大
学
の
牛
山
久
仁
彦
政

治
経
済
学
部
地
域
行
政
学
科

長
・
教
授
が
「
議
会
へ
の
関

心
を
高
め
、
市
民
と
議
会
と

の
距
離
を
縮
め
る
―
市
民
に

身
近
な
自
治
体
議
会
へ
の
取

り
組
み
―
」
と
題
し
て
講
演
。

そ
の
後
、
牛
山
氏
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

【2019年2月号】
特集：統一地方選挙と地方議会
巻頭言：統一地方選挙と地方議会

中邨 章
・統一地方選挙の実施をひかえて
―臨時特例法の概要― 大泉淳一
・行財政縮小時代と地方議会選挙

林 宜嗣
・住民との距離を縮めるために新時
代迎える地方議会改革 人羅 格

・18歳選挙権実施と投票率の向上
牛山久仁彦

・地方議会と女性議員
―現状と展望― 衛藤幹子
・急速なネット・SNS 普及と選挙
運動 西田亮介
【連載】
・議会からの条例入門 吉田利宏
・議会紹介Ver．4 田口一博
・議会と予算決算 新川達郎

3月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 54市
施行時特例市 31市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 または FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/

指定協
総 会
指定協
総 会
次
期
会
長
に

北
山
神
戸
市
議
長
を
選
任

次
期
会
長
に

北
山
神
戸
市
議
長
を
選
任

北山指定協次期会長
（神戸市）
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挨拶する⻆谷指定協会長

講演する牛山氏
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